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当社は、このほど、浜岡原子力発電所3号機および4号機の新規制基準への適合性審査における有

効性評価（注1）および、既に許可された原子炉設置変更許可申請での安全評価の解析における入力

値の一部に誤りがあること（注2）を確認しました。 

 

この入力値の誤りは、原子炉において異常が発生した際の原子炉の出力変化の計算において、原

子炉水位が設定値まで低下してから、それを検出器が検出して原子炉が緊急停止（スクラム）を開始

するまでの時間を誤って入力したという他社事例をうけ、委託先のプラントメーカが確認したところ、当

社においても、原子炉がスクラムを開始するまでの時間を誤って入力していたことを確認したものです。

（注3） 

 

これまでに、既に許可された浜岡3、4号機の原子炉設置変更許可申請での安全評価の解析につい

ては、当該誤りを修正した解析をおこない、安全性への影響がないことを確認しました。 

 

なお、現在廃止措置中の浜岡原子力発電所1、2号機においても、入力値の誤りがあったことを確認

しています。 

 

今後、原因調査および再発防止対策をおこなうとともに、同じ誤りがないか確認したうえで、正しい入

力値を用いた有効性評価等を再度おこなってまいります。 

 

 

注1：発電所における重大事故等対策が有効に機能するか評価をおこなうものです。 

注2：原子炉設置変更許可申請（3号機：9×9燃料、4号機：9×9燃料、MOX燃料の採用時）における安

全評価の解析を確認したところ、入力値の誤りがあったのは、原子炉の出力運転中に給水流量

の全喪失が起こり、原子炉水位が低下する事象における評価です。なお、現在審査中の有効性

評価では、当該解析と同じ入力値を用いて評価していたことから誤りに至っております。 

注3：原子炉運転中に給水流量の全喪失が起こり、原子炉水位の低下により原子炉がスクラムする場

合、原子炉水位の低下を検知し、スクラム信号を出すことになりますが、原子炉水位が設定値ま

で低下してから、それを検出器が検出してスクラムを開始するまでの時間を解析では「原子炉ス

クラムの遅れ時間」として考慮しています。解析においては「原子炉スクラム用」の水位計の遅れ

時間（1.05秒）を入力する必要がありましたが、浜岡3、4号機では給水流量の調整のための「給水

制御用」の水位計の遅れ時間（0.3秒）をすべての解析に用いていました。 
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